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令和７年度第１回さいたま市入札監視・苦情検討委員会の会議概要 

 
日  時：令和７年８月２８日（木） 

午前９時４５分から午前１１時２０分まで 
開催方法：ときわ会館 ５階小ホール 
出 席 者：上野委員長、江口委員、中島委員、中村委員、溝岡委員 
事 務 局：財政局長、契約管理部長、契約管理部参事、契約課長、契約課課長補佐兼工事契約第２係 

長、契約課課長補佐兼契約管理係長、契約課工事契約第１係長、水道局業務部長、業務部

管財課長、管財課副参事、管財課契約係長他３名 
 

【委員長の選出】 

委員の互選により、上野委員が委員長に決定した。 

 

＜報告＞ 

【報告第１号 さいたま市入札監視・苦情検討事務処理要領の一部改正について】 

 意見・質問なし 

 

【報告第２号 建設工事の発注標準について】 

（委 員） 
 一般用と優秀施工用で金額が重なる部分があると思うが、どのような運用を行っているか。 

（事務局） 

 発注金額によりますが、優秀施工者には一つ上の等級を対象としている入札にも参加できるインセ 

ンティブを与えています。 

 

（委 員） 
優秀施工者になる業者数に上限などはあるのか。 

（事務局） 
 業者数は定めていません。工事所管部署で決定した、さいたま市優秀建設工事業者表彰の受賞とな 

った業者などが対象です。 

 

【報告第３号 工事請負契約に関する入札及び契約状況について】 

意見・質問なし 

 

【報告第４号 入札参加停止状況について】 

（委 員） 
 処分対象となった業者はさいたま市内に本店がある業者が対象となるのか。 
（事務局） 
 本市の競争入札参加資格に関する審査を受け、資格者名簿に登載された者が対象となります。 
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＜議案＞ 

【議案第１号 工事請負契約に係る審議（一般競争入札）】 

・議案第１号その１ 

（委 員） 
 低入札調査はどのようなことを行っているのか。失格基準とはどのようなものか。 

（事務局） 

 ３億円以上の建設工事において、落札価格が失格基準以上で調査基準価格を下回った場合、工事を

適正に履行できるか落札業者に対して調査を実施しています。書面で理由書を提出させ、工事所管課

で調査を実施したうえで判断をしています。 

 失格基準は、失格基準の金額を下回った場合その時点で失格となるものです。金額のみで判断をし

ています。 

（委 員） 
 総額失格基準は、入札前に知っているものか。 

（事務局） 

 事後になります。 

（委 員） 
 低入札調査の対象となった業者はすべて調査を行っているのか。 

（事務局） 

 一番落札に近い業者から調査を実施します。その業者が問題なければ、落札者となるため、他の業

者は調査を実施しません。 

 

・議案第１号その２ 

（委 員） 
 優秀施工者が落札するケースはどの程度あるものか。 
（事務局） 

優秀施工者を含めた発注は市長部局全体で年間１０件程度あります。そのうち、優秀施工者が落札

者となるケースは、３件程度あります。 
 
・議案第１号その３ 

（委 員） 
 最低制限価格で複数の業者がそろっていることはありうるのか。 
（事務局） 
 必要な労務単価も公表しており、過去の工事の積算資料なども開示請求等で取得可能であることか

ら、業者側の積算能力も向上し、最低制限価格で複数の業者がそろうことはありうることだと思いま

す。 
（委 員） 
 電子くじは多いのか。 
（事務局） 
 水道管工事はくじの割合が高い傾向にあります。 
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（委 員） 
 電子入札の場合とそうではない場合は何で区別しているのか。 
（事務局） 
 建設工事は基本的に電子入札で実施しています。 
 
・議案第１号その４ 

（委 員） 
 変更契約を２回行っているが、その中身は何か。 

（事務局） 

 １回目は最新の労務単価に対応したものになります。２回目は再生砂に変更したものになります。 

（委 員） 
 入札参加資格の要件は誰が決定しているのか。ルールの根拠や公表はされているのか。 

（事務局） 

 発注課及び契約所管課で決定しています。内規で決定した選定方針で定めています。公表はしてい 

ません。 

（委 員） 
 入札参加資格で、施工実績の要件を緩和した理由は何か。 

（事務局） 

 将来的に入札に参加できる業者が限られる可能性もあるためです。 

（委 員） 

 従来の参加要件のままだとどうなっていたのか。 

（事務局） 

 入札不調まではならないと思いますが、今後の入札への影響を考え、裾野を広げたものです。 

 

・議案第１号その５ 

（委 員） 
 変更契約を２回行っているが、その中身は何か。 

（事務局） 

 １回目は最新の労務単価に対応したものになります。２回目は私道内の所有者との協議に時間を有 

したため、工期を延長したものになります。 

（委 員） 
 新規業者で実績がないものを要件にしているケースはどの程度あるのか。 

（事務局） 

 水道局発注では、年数件程度になります。新しい業者になりますので、比較的影響の少ない工事を 

対象としています。 

（委 員） 
 入札参加資格で、実績を要件としない案件はあるのか。 

（事務局） 

 実績を要件としているケースがほとんどになります。 
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【議案第２号 工事請負契約に係る審議（総合評価方式）】 

（委 員） 

 総合評価方式とは何か。 

（事務局） 

 価格と価格以外の要素（例えば、施工計画，企業の施工能力、配置予定の技術者の能力など）を総

合的に評価する落札方式になります。さいたま市は３つのパターンがあり、技術提案型、簡易型、特

別簡易型があります。 

（委 員） 

 今回は、価格では別業者だと思うが、技術点で別の業者が上回り落札者となった事案だと思うが、 

ポイントとなったものは何か。 

（事務局） 

 過去の施工実績や地域貢献（災害協力）で技術評価点が高くなったことが要因だと思います。 
（委 員） 

 どういうところが、加算になるのかは公表されているのか。不公平になっていないか。 
（事務局） 
 総合評価方式の評価項目や評価点などは公表しています。発注時もオープンにしていますので、公

平性は担保されていると考えています。 
 


